
チーム星峯西小学校で取り組む
「教育の情報化」

「格差」を解消し、学校全体で推進する
GIGAスクール３年目の実践まとめ
タブレット端末を活用した全教員による
全学級での授業実践を目指して

令和6年３月４日（月）

鹿児島市立星峯西小学校

令和５年度 職員研修のまとめ



先生方の主な疑問・不安
Q１：指導案のどの部分をデジタルによる学習指導で置
き換えて授業を行えばよいのか？
Q２：そもそも従来のアナログ型の授業をどのようにして
改善したらよいか？
Q３：タブレット端末を活用した授業をどのような手順で
具現化していけばよいか？

すべての先生がタブレット端末を活用した授業を
行えるようにするためにはどうすればよいか？

学校現場の現状、指導する側の実態
教員の大幅な異動があり、全教員の２５％超がタブレッ
ト端末の未経験者や初心者 （75%は経験者）

←その疑問の答えが集約されている



令和5年度（2023）
研究実践のまとめ

「アナログとデジタルの融合を
目指した実践事例集（2023）」

・ 指導案、活動場面・板書等付き事例15

・ 授業で活かしたい「〇〇」指導事例
・ 低学年期における実践事例
・ 特別支援学級における実践事例
・ 補充指導における実践事例
・ 家庭学習における実践事例





令和５年12月18日付け南日本新聞に記事掲載



令和３～５年度
本校職員研修の概要

「教育の情報化」に伴うデジタル化への対応
「確かな学力」を育成するための学習指導
コロナ禍における確実な「学びの保障」実現

↓

「学級間」格差の解消＝教育の機会均等
全ての教員がすべての学年・学級で実践
できる新たな研修スタイルの実現

↓

「アナログとデジタルの学習指導の融合を
目指した新たな学習指導の構築」

令和3年度
（2021年）

令和4年度
（2022年）

令和5年度
（2023年）



関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、

デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）

家
庭
学
習

（授
業
以
外
）

補
充
指
導

授
業
改
善

すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」を育むこれからの学習指導の構築
～アナログとデジタルによる学習指導の融合を目指して～



学力定着のイメージ（※①②③すべてがそろう）
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発達段階に応じたアナログとデジタルの配分（目安）

アナログと
デジタルの
バランス
（目安）

【低学年】
１年生 ２年生

【中学年】
３年生 ４年生

【高学年】
５年生 ６年生

デジタル
学習指導

アナログ
学習指導

タブレット端末
の活用程度
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アナログによる
学習指導

デジタルによる
学習指導

児童生徒の
学習状況

（基礎基本の定着
度、活動内容等）

授 業

補 充
指 導

家 庭
学 習

順
序
性
・
組
み
合
わ
せ
方

教師は、子どもの学習状況からアナログとデジタルによる学習指導の使い分け方を判断する

学習場面におけるアナログとデジタルの使い分け方

学習場面

指導方法

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

基礎基本の定着

基礎基本の定着

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

定着の確認、習熟

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

C：不十分

A：良 好

B：概ね良好

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

学習対象
の把握
見学
観察
鑑賞等

基礎基本の定着

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方

選択・順序・
組合せ方



タブレット端末を活用した基本的な授業モデル



つかむ

見通す

調べる・考える

深める

まとめる

振り返る

学習過程 授業づくりでの活用のポイント

課題解決型学習過程におけるタブレット活用の授業モデル

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

学習形態・場面

A１：教員による
教材の提示

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を
越えた学習

B4：家庭学習

appleTV等を

活用して大型モニ
ターで提示

ノート、付箋等をロイロノートで提出

タブレットを使って考えを相互説明

全体で説明、デジタルドリルで確認



授業における学習過程と学習形態との関係

つかむ・見通す 調べる・考える 深める まとめる・振り返る

【学習過程】

【学習形態の基本的な展開】

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習 A 一斉学習

主体的・対話的で深い学び



指導案のどの部分にタブレット端末の活用を
書き加えたらよいか？

導入

展開

終末

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

指導過程 学習場面



【結論】
◆授業モデル、実践事例が身近にあること

◆簡単な操作から複雑な操作へ

◆短い操作から長い操作へ

◆手順①→②→③という流れで授業の導
入・展開・終末と関連付けながら実技を伴
う職員研修等を進めていく。

◆実践をサポートする指導教員がいる

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

→教育実習生、初任者、現職教員の指導で検証



学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？
【タブレット端末操作をマスターするための指導手順】

【手順①】→導入部分
教師用タブレット端末のみを使用して大型モニター(または児童用タ
ブレット)に映し出す資料提示
◆絵画や書写の参考作品やアンケート結果の提示などの具体的活
用の例示、授業の導入部分で活用できることの理解
※初めてタブレット端末を扱う先生方には、まず教師から児童生徒
への一方向の提示①ができるように働きかけていけば良い。

参考作品の提示 動画による筆さばきの提示 アンケート結果の提示



【手順②】→終末部分
児童生徒が取り組むデジタルドリルなどの活用
◆教師はデジタルドリルの問題内容を確認して児童生徒に指示を出
すだけ（補充指導でも活用できる）
◆授業の終末部分で学習したことが定着しているか確認として活用
※教師は授業内容とドリル内容を確認して指示を出すだけで、教師
用タブレット端末で結果を集約する。採点の手間が省けること、その
分で個別指導ができるメリットを実感できるようにする。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

適用指導でのデジタルドリルの活用



【手順③】→展開部分
授業の展開部分での双方向型での活用(ロイロノートを活用して)

◆教師から児童生徒へ
◆児童生徒間
◆児童生徒から教師へ のデータのやりとりを行う。
※これが最も複雑な操作スキルが必要だが、慣れるとそうでもない
ことを実感できるようにする。

学級間格差の解消に向けて教員のタブレット端末
の活用をどのような手順で進め広げていくか？

グループ内での協働的な学び 全体での協働的な学び



【教育実習】6年1組で教育実習生の算数科授
業がありました 2023年05月26日

5月26日（金）2校時に6年1組で教育実習生による算数科の研究授業ありました。
本校の卒業生で将来教師を目指している大学生です。今週月曜日から3週間の期

間、教育実習を行います。様々な教科を参観しながら授業づくりについて勉強して
います。教育実習の先生ですが、指導案や板書計画を作り、タブレット端末を活用
して資料提示やデジタルドリルを活用して授業を行っていました。



【教育実習】５年３組で教育実習生の評価授業
が行われました 2023年06月16日

6月16日（金）1校時に5年3組で教育実習生による学級活動の評価授業が行われ
ました。子どもたちはバランスの取れた食事について調べて日常の食生活に活か
す学習をしました。調べたことをお互いにグループや全体で発表し合って深めてい
きました。教育実習生ですがタブレット端末を活用した資料提示や調べる活動で、
ロイロノート（シンキングツール）を活用して授業を進めていました。



【初任研】２年２組で初任研の算数科研究授業
がありました 2023年06月29日

6月28日（水）3校時に2年2組で算数科の研究授業がありました。初任研の一環
で行われた研究授業でしたが、タブレット端末（ロイロノート）を活用したとても素
晴らしい授業でした。子どもたちが日常的にタブレット端末を活用しており、ロイロ
ノート（シンキングツール）を大変スムーズに活用できていました。多くの先生方も
タブレット端末を有効に活用した授業を参観に来ていました。



【初任研】４年１組で初任研算数科少人数指導
の研究授業がありました 2022年06月28日

6月30日（金）3校時に4年2組で算数科の研究授業がありました。初任研の一環
で行われた研究授業でしたが、タブレット端末（ロイロノート）を活用したとても素
晴らしい授業でした。子どもたちが日常的にタブレット端末を活用しており、ロイロ
ノートを大変スムーズに活用できていました。多くの先生方もタブレット端末を有
効に活用した授業を参観に来ていました。終末時のデジタルドリルの活用



2023年度
【授業編】社会科

反転学習
（家庭学習課題と授業）

実践事例まとめ



社会科で家庭学習と授業を繋ぐ反転学習によ
る実践を行いました 2023年11月11日
A１：教員による教材の提示 C2：協働での意見整理B1：個に応じる学習

11月11日（土）2校時に6年1組で社会科の事前研究授業がありました。県総合教育センターとの研究協
力員として社会科における反転学習を具現化するための試みです。本校の6年生においてタブレット端

末（ロイロノート等）を活用した社会科授業として、家庭学習との関連を図りながら、子どもたちが課題を
追求していく際の教師の働きかけや留意点について検証していきます。

家庭学習ワークシート

C1：発表や話し合い 全体でのまとめ、デジタル版評価カードで振り返り



社会科で家庭学習と授業を繋ぐ反転学習に
よる実践を行いました 2023年11月13日
A１：教員による教材の提示 C2：協働での意見整理B1：個に応じる学習

11月13日（月）5校時に6年1組で社会科の研究授業がありました。県総合教育センターとの研究協力員
として社会科における反転学習、自己調整学習を具現化するための試みです。本校の6年生において

タブレット端末（ロイロノート等）を活用した社会科授業として、家庭学習との関連を図りながら、子ども
たちが課題を追求していく際の教師の働きかけや留意点について検証していきます。

C1：発表や話し合い 全体でのまとめ、デジタル版評価カードで振り返り



社会科で家庭学習と授業を繋ぐ反転学習に
よる実践を行いました 2023年11月13日



2023年度
【授業編】総合的な学習
単元内自由進度学習

（タブレット端末を活用した調べ学習
及びプレゼンテーション等）
（修学旅行の事前学習）

実践事例まとめ



総合的な学習「私たちの修学旅行」でテーマ、調べる
方法、まとめる方法等を話合いました 2023年10月25日

10月25日（水）4校時に6年2組で総合的な学習の研究授業がありました。総合的な学習における単元
内自由進度学習を具現化するための試みです。本校の6年生においてタブレット端末（ロイロノート等）

を活用した総合的な学習の授業として、子どもたちが課題を追求していく際の教師の働きかけや留意
点について検証していきます。

10/25学習計画を立てる

A１：教員による教材の提示

テーマ、調べる方法、まとめる方法

テーマごとにグループをつくり、調べる方法とまとめる方法を話し合う。

C2：協働での意見整理

・テーマ
・メンバー
・調べる方法
・まとめる方法
をグループで話
し合って決める。
決まったら付箋
に記入して教師
用タブレット端末
に返信する。



総合的な学習「私たちの修学旅行」で調べ学習を行
いました 2023年11月01日

11月1日（水）2校時に6年2組で総合的な学習の研究授業がありました。本校の6年生にお

いてタブレット端末を活用した総合的な学習の授業として、子どもたちが自分が明らかにし
たいテーマを、調べる方法、まとめる方法を自己選択や自己決定して追求していく場面

学習計画（テーマ、調べる方法、まとめる方
法）に基づいて自分なりの方法で調べ学習
を行い、調べて分かったことを手書きでワ
ークシートに記録する。

C2：協働での意見整理

B1：個に応じ
る学習

10/26調べ学習（全4時間）



総合的な学習「私たちの修学旅行」の事前発表リハ
ーサルを行いました 2023年11月11日

11月11日（土）１校時に6年2組で総合的な学習の研究授業がありました。単元内自由進度
学習を具現化するための試みです。本校の6年生においてタブレット端末を活用した総合的

な学習の授業として、子どもたちがまとめたことをよりよく発表するための事前リハーサルを
行いました。

本番と同じように発表してその様子をタブレ
ット端末カメラで撮影する。

C2：協働での意見整理

撮影した動画を振り返りながら改善点はどこ
かをグループで話し合う。

C1：事前発表と撮影



2023年度の実践
【授業編】①

タブレット端末に内蔵された
アプリケーションソフトの活用

6月1日（木）5年外国語科



5年2組で図形アプリを活用して英語学習に取り
組んでいます 2023年06月1日

子どもたちは色や形の英単語を学んで、その単語を使いながら英文「I want a A and B～」
の文型に親しむために「red circle」とかの色と形を使っていく。タブレット端末に内蔵された

アプリを活用して様々な図形を描きながら、必要な色と形を使う場面を作っていました。色と
形の英単語を使う必要性のある場面を教師がタブレット端末を活用して作り出していました。
仮想場面をつくる際にもタブレット端末は活用できるのだと思いました。



2023年度の実践
【授業編】②

ヘッドセットによる個別学習及び
ネットシェイカーによる学習者用
デジタル教科書コンテンツの活用

6月12日（月）6年外国語科



学習者用デジタル教科書を活用して快適に英
語学習に取り組んでいます 2023年06月12日

6月12日（月）3校時
にイングリッシュルー
ムを覗くと6年生の子
どもたちがヘッドセッ
トを付けて学習者用
デジタル教科書のコ
ンテンツを活用して
静かに個別学習に
取り組んでいました。
先日『ネットシェイカ
ー』（通信速度を速く
する機器）が設置さ
れたことでたいへん
スムーズに活用でき
ています。そのおか
げで通信が滞ること
なく快適に学習でき
ています。



2023年度の実践
【授業編】③

ヘッドセットによる個別学習及び
学習者用デジタル教科書の活用

6月28日（金）6年外国語科





2023年度実践
インフルエンザ感染対応

学級閉鎖に伴うオンライン授業
Microsoft teams及び
ロイロノートの活用
◆9/26 6年理科授業
◆ 〃 算数科授業



◆テレビ会議システム（teams）とロイロノートを組み合わせた方法
教師用タブレット端末と児童用タブレットとをteamsでつなぐ。
※大型モニターに課題を映し出して解説しながら進めることができるようにする。

理科専科がオンライ
ンで授業を進める

担任とICT担当が接続、設

定、質問等に答えて授業を
サポートする

【インフルエンザによる学級閉鎖に伴うオンライン

授業】 ６年３組（理科授業） 2023年09月26日



【インフルエンザによる学級閉鎖に伴うオンライン

授業】 ６年３組（算数科授業） 2023年09月26日

黒板前にタブレットスタ
ンドを立てて板書の文
字が見えやすくする。
マイクは常時ONにして

教師の指示が子どもに
聞こえやすくする。

大型モニターには教師用デジ
タル教科書の問題を提示

◆テレビ会議システム（teams）とロイロノートを組み合わせた方法
教師用タブレット端末と児童用タブレットとをteamsでつなぐ。
※大型モニターに課題を映し出して解説しながら進めることができるようにする。

問題を解き終わったら板書の映像に切り替えて解説



◆テレビ会議システム（teams）を使って講座を撮影して配信
撮影用タブレット端末2台を使って2つの場所へライブ配信する。

【ハイブリッド型オンライン配信（2か所同時配信）】

4，5，6年生「かごんま弁講座」 2023年09月27日

2台のタブレット端末カメラで、5，6年教室
と学級閉鎖中の子どもたちへ配信する。

5，6年生の教室（5クラス）へライブ配信

学級閉鎖中の子どもたちの家庭へ配信

4年生は体育館で鑑賞

インフルエンザに
より学級閉鎖で
自宅待機中の子
どもたちの家庭
へ配信



2023年度実践
インフルエンザ感染対応

学級閉鎖に伴うオンライン授業
Microsoft teams及び
ロイロノートの活用
◆10/3 5年国語科授業
◆ 〃 音楽科授業
◆ 〃 理科授業
◆ 〃 5，6年合同体育授業



【インフルエンザによる学級閉鎖に伴うオンライン
授業の事前準備】 ５年２組 2023年10月02日

【学校と家庭を繋ぐオンライン授業を行うに当たって事前(前日)に準備しておくべきこと】
※出席者にはタブレット端末を持ち帰らせる。欠席者は保護者に取りに来てもらう。
① Microsoft teamsの接続・設定作業の確認(確実に繋がるか？)

② Microsoft teamsの操作方法、使い方指導(マイク、カメラのオンオフ操作、トラブル
の発生時のメール送受信)

③学級閉鎖3日間の主なスケジュールと日程(詳細は当日でも可、何時までに会議に入
るのか？)

④全般的な使い方のルール等(詳細は当日でも可)

学級閉鎖期間にどのような計画でオンライン授業を進めていくかを子どもたちや保護者
に事前にロイロノートで知らせておく。



【インフルエンザによる学級閉鎖に伴うオンライン

授業】 ５年２組（音楽科授業） 2023年10月03日

黒板前にタブレットスタ
ンドを立てて板書の文
字が見えやすくする。
マイクは常時ONにして

教師の指示が子どもに
聞こえやすくする。

ロイロノートで子どもたちへ楽譜、音源、ワークシートを送信

◆テレビ会議システム（teams）とロイロノートを組み合わせた方法
教師用タブレット端末と児童用タブレットとをteamsでつなぐ。
※大型モニターに課題を映し出して解説しながら進めることができるようにする。

ワークシートを書き終えたら先生に提出する。



◆テレビ会議システム（teams）を使って練習を撮影して配信
撮影用タブレット端末カメラを使って家庭へライブ配信する。

【ハイブリッド型オンラインライブ配信】

5，6年生合同「棒踊り練習」 2023年10月03日

5,6年生対面での合同練習

学級閉鎖中の子どもたち
の家庭へ担任が合同練
習の様子を撮影しながら
動きの解説をしてライブ配
信する。



2023年度実践
インフルエンザ感染対応

学級閉鎖に伴うオンライン授業
Microsoft teamsのみ活用

◆10/4 5年国語科授業
◆ 〃 算数科授業



【学級閉鎖に伴うオンライン授業（2日目）】

５年２組（国語科授業） 2023年10月04日

◆テレビ会議システム（teams）のみを活用したオンライン配信
教師用タブレット端末と児童用タブレットとをteamsでつなぐ。
※大型モニターに課題を映し出して、課題を書き終わった子どもたちに発表するように促す。

黒板前にタブレットスタン
ドを立てて板書の文字が
見えやすくする。マイクは
常時ONにして教師の指

示が子どもに聞こえやす
くする。

撮影された映像を大型
モニターに映し出して
確認しながら進める。

めあてを提示して子ど
もたちに発表させなが
ら通常授業の進め方
とほぼ変わらない。



◆テレビ会議システム（teams）のみを活用したオンライン配信
教師用タブレット端末と児童用タブレットとをteamsでつなぐ。
※大型モニターに課題を映し出して、課題を書き終わった子どもたちに発表するように促す。

黒板前にタブレットスタン
ドを立てて板書の文字が
見えやすくする。マイクは
常時ONにして教師の指

示が子どもに聞こえやす
くする。

撮影された映像を大型
モニターに映し出して
確認しながら進める。

めあてを提示して子ど
もたちに発表させなが
ら通常授業の進め方
とほぼ変わらない。

【学級閉鎖に伴うオンライン授業（2日目）】

５年２組（算数科授業） 2023年10月04日



◆テレビ会議システム（teams）のみを活用したオンライン配信
黒板の前にタブレットスタンドを立ててカメラが写る範囲内に板書を
する。書いた文字が子どもたちに見えやすくなるように配慮する。

【学級閉鎖に伴うオンライン授業（2日目）】

５年２組（板書時の配慮事項） 2023年10月05日


